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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和２年３月２日（月） 

 

２ 確認箇所 

・６号機タービン建屋地下１階、１階 

・１／２号機共用排気筒（１／２号機開閉所前から確認） 

 

３ 確認項目 

（１）６号機タービン建屋滞留水移送ラインの新設ポリエチレン管の供用後の

状況 

（２）１／２号機共用排気筒解体工事の状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）６号機タービン建屋滞留水移送ラインの新設ポリエチレン管の供用後の

状況について 

  令和元年９月１７日に発生した６号機タービン建屋滞留水移送ラインか

らの水漏れについて、前回（同年９月３０日）現場を確認するとともに、再

発防止対策について東京電力から聴取したところ、移送ラインをこれまでの

耐圧ホースから新たに耐久性の高いポリエチレン管（以下、「ＰＥ管」とい

う。）へ変更するとのことであった。 

ＰＥ管は前回確認時には敷設されていたが、供用開始前であったため、本

日はその後の状況を確認した。 

    ・前回は耐圧ホースとＰＥ管がほぼ並行して敷設されていたが、本日はＰ

Ｅ管のみが敷設されており、耐圧ホースは撤去されていた。（写真１） 

    ・また、タービン建屋１階東側のＰＥ管には前回は閉止フランジが取り付

けられていたが、本日は滞留水をＦタンクエリアへ移送する既設配管に

接続されており、ＰＥ管の供用が開始されていた。（写真２） 

    ・目視確認した範囲では、ＰＥ管からの漏えいはなかった。 

 
（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/351231.pdf
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（写真１－１） 

 今回（令和２年３月２日）撮影 

 

 

（写真１－３） 

 今回（令和２年３月２日）撮影 

 

 

（写真１－２） 

 前回（令和元年９月３０日）撮影 

 

 

（写真１－４） 

 前回（令和元年９月３０日）撮影 

 

（写真２－１） 

 今回（令和２年３月２日）撮影 

 

 

（写真２－２） 

 前回（令和元年９月３０日）撮影 

 

 

（２）１／２号機共用排気筒解体工事の状況について 

１／２号機共用排気筒解体工事は昨年８月１日から作業を実施しており、

排気筒上部の約６０ｍを２３ブロックに分けて解体する計画のうち、１３

ブロック目の筒身の解体が３月１日に完了し、本日は１２ブロック目の鉄

塔の解体作業が実施されたため状況を確認した。 
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なお、東京電力によると当初は１２ブロック目の鉄塔を解体後に１３ブ

ロック目の筒身を解体する計画であったが、作業計画の見直しにより先に

１３ブロック目の筒身を解体したとのことであった。 

・現場確認時には排気筒頂部に解体装置が設置されており、南西側の手摺

切断のための位置合わせが行われていた。（写真３） 

・切断された１３ブロック目は、上部をシート養生した状態で２号機原子

炉建屋西側ヤードに仮置きされていた。（写真４） 

 

 

 

（写真３） 

 排気筒頂部の状況 

 １０時３０分頃撮影 

 

 

 

（写真４） 

  

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

１３ブロック目 


